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HNeriH.

i
前轍 1'で述べたように,黄濁葵 (AbelmoshusManiholr)粘資液は和紙抄造に必要欠 ぐこ

とのできないもので,新鮮な黄濁葵粘質液は,つよい曳糸性を有 し,その粘液をろ紙でろ過す

ることは,極めて困難である｡ したがって,今までの粘質液成分の研究は,

1) 布でろ過した粘液に沈殿剤 (アルコール-エーテル混液,アセ トン,硫酸銅など)を

加え,生 じた沈殿について

おこなうか,あるいは

2) 長時間数置,または加熟 して,曳糸性を失なわせた液をろ紙でろ過 してのち,沈殿剤

を加えて得た沈殿について

おこなわれていた｡ 2'3)4) しかし, これ ら上記の方法 1)では,粘質液体以外の不純物が混入

するおそれがあ り, 2)では,成分が強 く変化 しているおそれがある｡ したがって,従来の結

果は,研究者によって必ずしも一致していない｡ 著者 らはできるだけこれ らの影響を軽減 して

分析を行 うことができるように種々考慮 した結果,さきに超音波の作用によって,粘質液が曳

糸性を失い,ろ紙でろ過できるようになることを認め,そののち, ミキサ - 5'処理することに

ょっても同様にろ紙でろ過できるようになることを知った｡すなわち,新鮮な粘液を ミキサー

にかけ,セライ ト(cellite)を加えてろ紙でろ過することによって,固形挟雑物を含まない粘

質液が得 られるのであるO この粘 質液について,各種沈殴剤による沈殿物中の威令糖の比較,

および,その粘質液の2,x声の物理的性質を測定したので,その結果の一部を報告する｡

1)▲ペーパークロマ トグラフィーによる粘質液の糖成分の分析

ミキサー処理後,ろ過 した濃度約 1%の新鮮な精 質液に,

1) アセ トンを加えて生 じた沈殿およEflそのろ液,

2) ブルコ-ル-エーテル混液 (8:2)を加えて生 じた沈殿およびそのろ液,

3) 硫酸銅水溶液を加えて生 じた沈殿およびそのろ液,

4) 濃度約 2%の粘質液にアルコール～エ⊥テル混液 (8:2)を加えて生 じた沈殿およ

びそのろ液,
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5) 濃度約 2%の粘質液 を 800に 6時 間加熱 したのち,アル コール- エーテル混液 (8:

2)を加 えて生 じた沈殿および●そのろ液,

の各々を加水分解 して,ペ-パ ークロマ トグ ラフィ｣ でその構 成 糖 分 の種 鞍 を検査 した とこ

ら, Tablelのようになった｡

Tablel

構 成 糖
sugars contained in粘 ~質 物

mucilage
濃 度
concentration

新 鮮

fresh

80oC,6時間
加 熱
heatedat80o
C,6hrs

約 1'),'

Ca.1%

約 2%

Ca.2%

約 2%

Ca.2%

沈 殿 剤
precipitants

アセ トン

acatone

アルコ-ル-
エ ･-フー)L

alcohol-ether
8:2

硫酸銅飽和水
溶 液

CuSO｡
saturated
solution

アルコール-
エ･-フ~ル
alcohoトether

8:2

アルコ･-ル -

工.-フ~ノレ
alcohoトether

8:2

glecipitae i bfi.trat禁
ラムノース
rhamnose
ガ ラクツロ'/醍
galacturollicacid
アラピース
((arabinose))
ラムノース
rhamnose
ガラクツロン酸
galacturonicacid
アラビノース

((arabinbse)L_

ラム ′ -ス
rhamnose
ガラクツロ ン酸
galacturonicacid

ラムノース
rhamnose
ガ ラクツロソ酸
galactutonicaci d

アラビノース
(arabimose)
ラムノース
rham ose
ガラクツロン酸
galac山ronicacid
アラビ/-ス

(arabinos?)

微量
))･･･-･･ ･･･-trace

アラビノース
arabinose
ラムノース
(rhamnose) .
ガ ラクツロ,/ 酸

(galacturotlicacid)
アラビノース
arabinose.
ラムノース
((rhamnose))
ガ ラクツロソ酸
((galacturonicacid))
アラビノ-ス
arabinose
ラム/-ス
((rhamnose))
ガラクツロン酸
((galacturollicacid))

アラビノース
arabinose

アラビノ-ス
arabinose
ラムノー ス

(rhamnoSe)
ガラクツロン酸
(galacturonicacid

少量
( )------asmallquantity, ((

以上 の結果か らわかるように,従来 しば しば ことなっていた分析結果が, ミキサ ー処理 をす

ることによって,沈殿は主 としてラムノースとガラクツロン酸,ろ液 は主 としてア ラビノース

であることを確認 した｡そ して沈殿部 には アラビノースの少量が共沈 (沈殿 させるときの濃度

が高いと共沈の量は増す傾向にある) し,ろ液 には,少量の ラムノースとガラクツロγ酸 (加

熱 することによって,その量は増す傾向にある)が残 ることがわかった｡

1)の実験で, ミキサ ー処理す ることによって,粘質物 の成分糖 の分析が均一な結果を与 え

ることを知ったので,次に ミキサ ー処理が粘質液の コロイ ド性におよぼす影響について検討 し

た｡

2) ミキサー処理粘質液の コロイ ド性 につしヽて

2･1 粘質液 の粘性,曳糸性および漏水性1)におよぼす ミキサ ーの影響
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濃度0･22%の粘質液を ミキサーで夫々15秒,-30秒,-45秒,60秒,93秒の各時間処理 し, 前

報 1'と同様の方法で,相野粘度,洩糸性および 1.1×10-5% に希釈 し声ときの漏水性を測定 し

たところ, Fig･1のように, 3着 ともに著 しくその値を低下するが,その中で粘度は,やが

て一定値 となってとどまったo前報で述べた ように,超音波の場合に勘 粘 度が絶えず低下し

てい くのであるが, これ とこの結果 とを比較 してみると, ミキサーの作用は網 目を こわすけれ

ども,分子の切断は殆 んどお こさないように考 えられる｡なお, ミキサ ーは非常に空気を吸い

込むので,酸素の影響が考えられるが,水素気流 中で ミキサー処理を行ってみても,空気中と

同一の結果を与えた｡

2･2 ミキサ十処理をした粘質液の放置による粘度低下について

粘度が一定値になるま.で ミキサー処理をおこなった粘質液 (濃度約0.2%)を室温 (約200)

に放置 して,粘度の低下を測定すると, Fig.2に示すように, ミキサー処理によなて一定に

まで粘度が低下 した粘質液 も,放置することによって,さらに粘度の低下を来たす ことがわか

った｡すなわち,粘質液を自然に放置 したときの粘度低下は,機械的な網目崩解による粘 度低

下以外に, さらにほかゐ因子が加わっていることがわかった｡なお同図には,参考 として ミキ

サ ー処理 しない粘質液の放置による粘度低下を附記 した｡

30

l5

11

r▲

TJ

へ
3

.0
[)

(

2
.C
Z
)

(
C
･.
'
Z
')

LLl

r3

/

/

/i
/I.,
g5
1
92
J.,/

J:I./[[1賢
愚

/?[5-
0

,JJ-]^

9)
.
,q
GJa
L

Fig.1

I.7古/atJ'L(8W'SCOS/TJ‥CC77C･ C･22,形

D.SP/'7778b/'/,'tiJ :〟 77C･ Ol22%

Jq.I/･jTeガム/･//ty :CO私 L′X〝-Sx

-x一一一一+･一･-1卜･-･一･一サー)
＼

､ヽ

ーCh 一一C.-____○_D

75 3♂ イ9 60 .形sec.

如 er-wJk/I"3I,-7"e

2･3 ミキサー処理をおこなった粘質液 の .Weissepberg効果について

粘度が-定借になるまで ミキサ-処理 した粘質液を,ろ過 したのち減圧で濃縮 し,濃度を約

2%とした粘質液 (Fig･3の I)および 3ケ月放置 した粘質液 (Fig･3のⅠⅠ)を用いて Weis-

senberg効果を測定 したところ, Fig･3 のようになった○ 粘弾性を示すような高分子溶 液

が Weissenberg効果を示す ことは,ま く知 られているところで6',小高氏等7,の研究によれ

- 52-



猪侶 ･後藤 :手渡和紙に関する研究

ば,､平行廻転2円板型の Weissenberg効果測定装置を用い, 2円阪間の間隔を d(m血),

2円板の相対的角速度を O (radian/see),回転中心か ら蕗離て (mm)の位置における圧力

を P(g/cm 2) とすれば, logP と logr(,'/dとは直線関係にあって, その直線の傾斜の小

さいことは, 分子間力が強いことを意味すると解釈されてrいる｡ 従って, Fig.3直線 Iの

傾斜がカルボキシメチルセル ロースなど7'に比較 して小であ り,直線 Ⅰの傾斜が木であること

Photo.1
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か ら, ミキサー処理 した粘質液は,洩糸性が

な くなっているにもかかわ らず,未だ分子間

の相互作用は極めてつよく,それが放置によ

って非常に弱 くなることがわかった｡

after120mins. after 60min§.

Characteristicboundary linesof mucilage

recordedbyPhyweultracentrifugalmachine.

Phywe超遠式機で観察された,粘質液の特徴あ

る境界線

2･4. ミキサー処理をおこなった粘質液の超遠心樺による沈降速度について

精密が一定値になるまで∴ ミキサー処理 をお こなった粘質液 (濃度約 0.2%)を遠心力 6.5

×104 gダインで遠心 し,20分,4り分,60分,80分,100分,12〕分ごとに沈降速度を測定 した

ところ, Photo･1に示すような特異な像が得 られた｡すなわち普通の高分子溶液の場合のよ

うな山があ らわれず,時間 と奏に鮮明な境界線が,最外側か ら除々に内側に移動 してい くこと

がわかった｡ これは,粘質液全体が一種 のゲル状であることを示すと考 えられる｡ すなおち,

粘質液中で粘質物の分子腐 相互作用が極めて強いことを意味 しているものと解せ られる｡

実 験 の 部

1) 試料 昭和30年広島県因島産黄萄葵を 0.5%ホルマ リンに漬けた ものである｡

2) 抽出 ホルマ リン演にした試料を水洗後,金ずちで充分に くだき,･これを Ooで蒸留水

に24博聞浸漬 し,抽出される粘質液を綿布でろ過 した｡

3) 濃度,粘度,観糸性,漏水性の測定は前報 と同様である｡
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4) ミキサー処理 2)によって得 られた粘賢液を東芝製 MX-2･型 ミキサーに入れ, 高速

度で精度が一定になるまで処理 し,セラ イ トを入れて吸引ろ過 した｡

5) 糖成分のペーパークロマ トグラフィ-による分析

a)沈澱部分の分析 ミキサー処埋 した粘質液各 250mlにアセ トン,アルコール-エー

テル,(8:2),飽和硫酸銅水溶液を夫々 750m1,75Oml,250ml加え,生 じた沈殿をア

･L,コ-ル, 机 ､てエーテルで洗い, 減圧乾燥 した｡ 各試料 0.2gをとり,ト的 lNH2SO 4

20mlを加え, 封管中で 100〇に20時間加 熱 し,加水分解 した｡加水分解液は, これを脱

色, ろ過後アンバT ライ トIB-4B,IR-112を通 し, 濃備 し,常漆に従い酢酸- ブクノー

ル-衣 (1:4:5)を展開割として,ペ-メ-クロマ トグラフィーにより分析 した｡

b)ろ液部 分の分析 a)からアセ トン,アルコールーエーテル混液を加えて得 られたろ

液は,溶剤を留ま後濃縮 し, これに硫酸を加えて約 1N とし, a)と同様に分析 した｡

また硫酸銅を加えて得 られたろ液は,水酸化バ リウム水溶液を加えて銅 イオンを除 き,吹

いで硫酸を加えて徴酸性にして後濃蘭 し,上 と同様に分析 した｡

6) WeLissenberg効果の測定 本学工業化学教室酎 寸研究室の装置を庸いた｡ 2枚の円板

を平行に重ね,その間に試料を入れ,下面を廻転させ,上面に細管を立てて各点の圧力を

測定する方式のものである｡

7) 超遠心機による沈降速度の測定 本学化学研究所堀尾研究室の Phywe 超遠心機によ

った｡

要 約

1) ミキサー処理によれば,粘質液を新鮮なままろ過可能にすることができるので, この方

法によって粘質液を精製 しペーパー･クロマ トグラフィーを用いて,成分糖をしらべ,粘質

液は主 としてラムノース,アラビノ｣ス,ガラクツロン酸か らなり,沈殿剤によって,主

としてラムノ-スとガラクツロン酸 とからなる物質が沈澱する｡

2) ミキサー処理 した粘質液は,洩糸性を失っているが,その粘質物は末だ異常に強力な分

子間相互作用を示す｡しかしこれは放置すると時間と共に減少してい く ｡ 従って,黄濁葵

粘質液の放置による変化の研究に, ミキサ-処理 した粘質液の放置による変化の研究をお

きかえても,よいと思われる｡

なLぉ本実験中Weissenberg効果の測定は本学工業化学教室詞村教授,倉詞助教授ならびに

小高学士の御援甥に,また超遠心機による沈降速度の測定は同じく化学研究所稲垣助教授の御

協力によったもので, ここに,深 く感謝の意を表する｡ また本研究費の一部は文部省科学研究

助成補助金によった｡

Resume

Theresultsofexperimentsmaybesummarizedasfollows:-

D The fresh mucilageof `̀Neri" obtained from the root of Tororoaoi

(AbelmoschusManihol)couldbefilteredafterhomogenizingbyamixer･.
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ii) Sugarconstituentsinthemucilageobtainld,by thefiltration arereexa-

mined,anditsanalyticalresultsareshown asTable1.Thefollowingresults

areobtailled;

a) themucilagecon岳istsofrhamn｡se,arabinosear]dgalacturonicacid,

b) andtheprecipitatedresiduecontainsrnainly rhamnoseandgalac-

turonicacid.

iii) Themucilageof"Neri"homogenized by a mixer,showed decreased

spinnability. Butfrom 】theresultsofWeissenberg effect(Fig.3)andthe

ultracentrifugalcharacteristic畠(Phdto.'1)ofthemucilage,itseemsi･esonableto

supposethatthereisremainedsomestrongintetmolecularforceinhomogenized

mucilage･ L
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